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序 文

少子・柊家族イじの環境の巾で育ってきた現代の若者

は，斗治体検;こ乏しく，乳w~rこ桜することが少なくなっ

ているのましてや新生児;こ援寸ることが殆どないL者に

とって，乳児と新生児を具十f的にイメ}ジすることは難

しい現状である。看護学牛もまた例外ではなく，士量生フ昔

E生学ゾ;省に[!iて初めでかかわる新生児に戸主主い，苦慮す

る学生の姿をLよることが多い。

K.Eボウルヂイング1'(.土，行動がイメージに依存し

ているとされ品去経験の総合的総果としてイメージが

むきあがると述べている〈先行耐究から多くの大学生の

赤ちゃんイメ ジは，乳児{長期の児をイメ、ジしている

ホ愛t豆町立医長技術大学 Z佐科学部著苦学科
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という報丙がみられているようにつぺ乳児と接触する

経験がない大学牛にとって，彼らの赤ちねんイメーンは，

TVなどのメディアからの影管全受げていると推祭戸れ

るc !'(f:t'的な新f-k}目のイメージを持つことができないま
ま，実もi'cJにRうfがJ前くまし氾のイメージと|司じ感覚で新
生児と閃わることが，看護子子止の)，惑い干，十1j干曽識を

』甘いているのではないかと考えられたコ

クフウスとケネルはイ円分が想像していた子ともに対

する幻想、土正見実に百分が丘み落としたわが了と和解さ

せなければならないとして，以五日のjtJ{ましていた王国11jJj

で完竪な子ともと，現実に白分の前にいることもの姿を

融公させる必安性を述べている。裁が了に対する幻想は

TVなどでみるかわいらしい r-:?L児 l と，現'支にDt~み落



とLた「糾生児」の追いであると推祭され，看護学生も

実習を通して， 1，')様な過程を経験していると与えられる。

漬けは，看護学生は，母性看護学実習で初めて関わる

新生児に戸惑いや芥定的な感情を抱きながらも，実胃が

進行するにつれ，合定的感情を低卜させ，児への!ぷ伯を

肯定的にF生存させていくことを報告しているコまた誌と川

l土ぺ新生児イメージが肯定的な者ほと，新ヰ)~援助技

術の 部向上につながることを十R告しているn

副j!l児を明確に認識していく為には，時間をかけて新

牛児とかかわることが必製であるが，限られた実習時間

では離しい現状があるの実資効米を上げるためにも，実

宵開始までに新生児に対して只休的で，肯定的なイメ

ジを持たせておくことが望ましいと考える。そのために

は，母作者誠学や小児肴誠学の話義が始まっていない看

護干ヰの持っている赤ちゃんイメージと新ヰ児イメーシ

の構造に違いがあるのかどうか，新生児のイメージは赤

ちゃんイメージよりも肯定的であるか，再定的なのか，

さらにイメージ形成に関係する附了で，看護学ヰに特償

的なことは何なのかを則碓に fる必要院があると考えるつ

品、ちゃんムコ新生児のイメージ形成に関係するものとし

て松村1;1:n ，児に対する関わり意識や兇との接触体験が

影響宇ると述べている η また岩川られは，児に対宇る関

わりは「思いくコり」すなわち共感能}Jが重姿であること

を述べている c

以上のことから本研究は，品、ちゃんと新!]二児のイメー

ジとこれらのイメーン形成に闘係する|大l一千について，一

般学生と比較することで，母性肴誠学やノ]、児看護守ての学

宵を始める前の看護学生が本米持っている特債を明確イじ

することを目的とした。看護学牛の持つ赤ちへコんイメー

ジ。の報存はみられるが，母性看護学や小児者説苧の学

習開始}~， lìíJ の看護学/十がイメージする「赤ちゃん(いわ

ゆる乳児)J と「新生児」を一般学生と比較検討してい

る研究はほとんどみられないハ

本耐究の目的は，母性看護学・小児看譲学の学習開始

以前の者説苧生が持っている赤ちゃんと新生児のイメー

ジ構造とこれらのイメージ形成に関連する因了につい

て，一般学牛と比較することによって，看護学牛が本来

持っている特徴を明確化「ることである

(J IJ a昔の定義)
l イメージ こころにJιぃ浮かべられた事物現象の
'L、的映像

2. 思いやか・他者の気持ちを察し，その人の-vJtJに

立って考えることれその上でその気持ちゃ状態に共感

もしくは同情することしそして|旬社会的行動の助機つ、

け(その人の為に何かしようする)となるもの。

3.JEに士jする関わ f):B、 iだ.児に対して「口r~い，抱

きしめたい，オムツ交換なと手のめい世話はしたくない，

よく泣くので関わりたくなしV などについて，とのよ
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うな意識を持っているかで，肯定的意識と再定的意識

からなる 0

4. 赤ちゃん 制斉対象学生に，赤ちゃんを定義せ9，
学生自身古川、ちゃんと聞いてイメージした氾

5 新牛児:訓:合う対象学牛に，牛後 Hlil閥頃の児と定義

して，学生自身がイメージした児

6 L巴:新生児，乳児およひ、幼児の総称

方 法

1 調査期間

2008年 7月一10月

2 調査方法

口記式質問紙法とした。 学牛が集合する講義教室にお

いて，研究の日的，倫淵的配慮を口湖で説明した後， ，~ 

査用紙を配イIjL無記名で記入されたものを1"1収する集合

調査とした。

3 調査対象者

A県内の看護を専攻する大学牛と 3年課程の看護専門

学校生の 1年生および般λ学生ハ

看護大学牛および看譲専門学校ヰのうち、母性看護

学・小児看護学の講義を受講している学生および母性看

設学・小児肴設学実習を経験Lた学生は除外刻象とし

た。対象者の均一化をド|る為， 21段以人男チ学牛，既

婚学生と子どもを有する学生を対象者から除外した。

4 調査内容

調査頃Uは，何人的属性と乳児・妊婦との長触経験(6 

項巨人赤ちゃんと新ヰ児のイメージ(36対の形容詞項H

S Di.士)， ，Itltいやり民度"" (I)，J出， 2001の22J且同)，児に

刻する閃わり志議(松村2005の乳幼児に対 tる関わり意

識)~度4の一郎に独白に作成した項目を加えた25J巨目)

である。なお本研究の概念枠組みを図 lに記すれ

5 分析方法

本研究は以下のような子順で分析を行ったハ

1 )基本的属性，接触体験は単純集計を行った。対象者

全体の赤ちぞんと新生児のイメージ構造，児の対する

関わり意識構遣を明確に「るために，囚子分析より図

チの抽l引を行し¥ 卜 iす J(.度得 I，~を狩 l唱した c Cron 

bachのα首長数にて信頼怖の検討を行ったの思いやりは，

全ての項Uの付，白総有lを思いやり下位尺度何，凸とし

た。?ヰヤ{す民度聞の相関をpearso日の相関係数から曜

日主した。

2 )赤ちゃんと新斗児イメージ，児に対する関わり意識，

!4Lいやりの卜{古足度得点に，看護学生と一般大学生で



児に対する

関わり意識構造

¥/ 

児に対する

関わり意識構造

¥/ 

¥γ-" ¥-/ 新生児
赤ちゃん ¥
イメージ 〆 ヘ イメージj
因子構造 / 看護学生と一般大学生の比較 甲子構ろ

図本研究の概念枠組

違いがあるかどうかを確認するために， student's t-test 

を行った。

3 )看護学生と一般大学生を分けて，思いやりと赤ちゃ

ん・新生児イメージ閃子との関係性を，一元配置分散

分析と Bonferroni法による多重比較を行い，それぞ

れの特徴を確認した。

4)看護学生と一般大学生別に，乳児・妊婦との接触経

験の回数と赤ちゃん・新生児イメージとの関係性を一

元配置分散分析とBonferroni法による多重比較を行

い，それぞれの特徴を確認した。

統計解析は統計ソフトSPSS(Ver13.0)を使用し，有意

水準は 5%以下とした。

6.倫理的配慮

調査予定の学校責任者に，研究目的と研究倫理を文書

及び口頭で説明し，許可を得た。学生には調査開始前に，

調査の質問紙の回答は 無記名で調査への参加は白由

意志であること，答えたくないことについては，答えな

くてよいこと，参加しても途中でやめてもよいこと，結

果は統計的に処理し個人および学校は特定されないこ

と，研究日的以外に使用しないことを文書に明記し口頭

でも説明した。退席しなかった学生に対して，質問紙を

配布し，質問紙の回収をもって同意とした。なお本研究

は，愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻研究倫理審

査委員会の承認を得て実施した。

結 果

質問紙は，看護を専攻する大学生と看護専門学校生の

一年生，及び一般大学生460人に配布し， 422人から回答

を得た。凶収率は91.7%であった。凶答に不備のあるも

のや，除外項目に該当する対象者を除包有効凶答の得

られた300人(65.2%)を分析対象とした。
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1 .対象者全体

1)基本的属性

基本的属性人数は，表1に記す。学生の内訳は，看

護学生165人で，そのうち大学看護学科生101人

(33.7%) ，看護専門学校生64人(21.3%)，一般大学生

は135人(45%)であった。対象者の平均年齢は看護学

生18.5(土0.51)歳，一般大学生18.7(土0.73)歳であっ

た。きょうだいの人数の平均は看護学生2.4(土0.8)人，

一般大学生2.4(i::0.8)人，出生順位は第一子では，看

護学生35.8%，一般大学生30.7%，第二子は看護学生

15.4%，一般大学生11.3%，第三子は，看護学生2.7%，

一般大学生2.7%第四子以降は，看護学生1.0%，一般

大学生0.3%であった。

表1 対象者の基本属性
看護学生 一般大学生 合計

人年数齢
165 135 300 

讐徳19島a 
81 62 143 
83 54 137 

19 20 
兄弟の数 20 15 38 

2人 78 60 138 
3人 54 48 102 

昔第一第第四呈且二三子与畳子子以降一

13 12 22 
出生順位 105 90 195 

45 33 78 
8 8 16 
3 4 
4 3 7 

2 )乳児・妊婦との接触経験

看護学生と一般大学生の乳児と妊婦の接触経験の頻

度は表2に記す。看護学生と一般大学生共に「抱っこ」

と「泣いている赤ちゃんをあやした」経験があるもの

が60%以上を超えていた。

3 )赤ちゃんイメージの因子構造

分析対象300人に対し，主因子法による因子分析を

行った。 Promaxlrrl転後の最終的な因子パターンと因

子間相関，固有値，寄与率は表3に示す。 3因子で24

項日の全分散を説明する割合は46.68%であった。

第I因子は， 13項目で構成されており I丸い 四



構成され，児の行動や活動を+，]eえたイメーンであると

与え行動性」と命名した。

3つの I'-{:立尺度に相当するJJeiFiの干ヱJ点を算出 L，

l外見性」下位尺}支持白(rv14ι1-7，SDO.44)， r 好感性 J

卜WJ"度i!争点 iM4.36， SDO.55)， '行動f士J I、1¥'r:J-: 
皮得占 IM'l.02，SDO.77) とした I人j的整合件を検

討するために各十{;~()と皮の α 係数を算出した，宇j.lij\

性」でα 0.85，好感性」で α~O.79 ， '行動性」で

G 二(l，67と妥当であったコ

/1 )新井児イメージの同了構造

分析対象300人に対 L，主因子Û~ . Promaxl口l転によ

る悶下分析を行ったcPromax liυl転後の最終的な囚下

パターンと同チ闘中日開は，表4にノj、すcf干|司チの同イT
値，寄与ヰは表4のとおりごあれ， 3囚子で25項日の

全分散を説明する者IJfヤは51.31 %であった

務 l岡子は， lOJI! i'Iで構成されておりうれしい

悲しし 'J Iめざわりでない めざわりない〉おし

い 憎らししっといった77ど的な形容詞対が高い負荷
量を示しており「好感件」と命名した。

~II 因了は， 12項Uで構成され丸い 四角いJi'U 

い すっぱい明るい 暗い」など児の容去や外見

的な特徴からとらえたl人j符を示す形符詞対が高い負荷

量を小した為外見性 j と命名した。

き再市阿千lよきちんとした だらしなしミ寧な

雑な落ち柑いた 落ち市きのなし、」の 3J頁11で

構成され， l引の行動対俄をノj、す羽Eがl士jい負荷量をが

した為「行動'!'tJ と命名したn

3つの F-t止尺ぽに材|、円する項Uの平J之内、を算出L，

l 好感性.J ffすJ"皮得1守(I¥T4.52，SDO.54)， r外見性J
下位尺度1-~，向、 U.... 14 ' 26， SDO. :)8)， r行動性 J下位尺

史得点(~'Ì3 .19 ， SDO.85j としたυrJ、]的整令性を検
討するためにf干上休日皮の α係数を宵H-11した好感

件」でα 0 ， 88，外見J叶」で α~O ， 87 ， '行動件」で

α 0.73と十分なfll'iが得られた。

5) Y2.に対する関わり百訟の構造
分析対象30iリ、に);.J-L，主因了i土による因了分析を

行った c Promax回転後の長終的なlヰチパターンと|人i

子同相関，各国子のl占l右依，奇'+半はま是5のとおりで

あり 3同了で20項目の全分散を説明する割合は

5/1. 98 %であてノたロ

前I因子は 7頃Uで構成されており自分の]，，，

f占を惇かにする白号、を↑憂しい人間にするかわい

いのご抱き 1しめたし，J といった育児によって，白分自

身も成長すると肯定的にとらえた内科が高い負~:ilE:井

不しており「人間仕成長」と命名したp

第E凶子(土 9J員Uで構成され活動力滑りf>Rされ

てつまらなし勺「まし幼児と 絡では気分転換できなしU

I 乳幼児と|割わると疲れる J など古)~を J主千了する|祭に

一般太掌生

乳児・妊婦との接触経験{弘)

項目 接触回数 者醸学生

継いている児をあやした

誕乳食を食べさせた

厩の着替え

挺婦と観し〈会結

おむつ変換

抱っ乙

表2

赤ちゃんイメージ因子構滋
因子負荷量
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項目

主再亙雇>.三回5
丸い一回角U
明るい一暗い
初々 Lいーひ唱た
やわらかいー榎U
甘い}すっ眠い
暖かい一冷たい

野綜t15、さかさ
白日一白〈ない
すがすがしいーうっとおしい
のびのびとしたーこせこせした
元気なー元気のない
生き生きとじた一生気のない
〈野感性〉館=0.79
めわりでないーめぎわりな
楽しい一普しい
怖〈ないー怖い
いとおしい一憎らしい
視しみやすい一観しみにえ凶
ほほえましいー憎らしい
単純なー樟維な
うれしい一牽」い
言有面'Ii>a=面7
きちんとしたーだらしない
T寧な}殺な
擦も着いたー蕗も着きのない
園子関相関

角いJ '1明るい ，;;¥ミJ '初々しい ひねた」といった

児の符姿ヤ外見的な特徴かんとらえた内科を示す形符

討対がI;:;j~ミ負荷量をノj、しており l 外見性J と命名した。

第E囚子は， 討JJj日で構成きれめざわりてない

めざわりなJ'楽しい常しい怖くない 怖いJIい

とおしい 憎らしい」など見に対する宵定的な形容自j

対が高い負荷足を示した為 Itf.f感作」と命名した。

第国側了は。「さんんとした だ山しないJ ']専Lな

キ作者落ち着いた 落ち着きのない J の 1山田で
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I )赤ιゃんと新生児イメージ因子得点と児に対する関
われ意識の下位因下作口，思いベコり作点の比較

若議~主牛 U65人) と一般大手:牛 (135人jの赤ちへコん

と新ぺ児イメージ周子PJI- 点と児に刻するかかわり E:~哉の

卜j，う|対了得点， F、い自り得点の比較は，表6に記すっ 11

1全学生と一般大学生において合立な茅がみられたもの

は育児拘束感J[t =3.42，pぐ .01]，毛見性準出[t 

二1.98，p<.051， r思い干 1)得点.1[1二12.H，pく.1nl

であったいずれも看護学生が高い得山、を示したα亦ちゃ

んと新生児のイメージ悶了得点、は，看護学牛と 般大学

昨にh立な得点茶はみられなかったの

2 )忠いやり村d占詳別イメージ臼子の比較

対象者全体の思いやり得 I，~分布を 4 分伏 L ， 25%タ

イルイ直以卜の得点 (68点以 i、)を低得点群， 75%タイ

7)イメーン囚子、児に対する関わり志説、官、し aやりの

各下位尺!立問相関

赤ちゃんイメージと新牛児イメージの卜f吉岡チ闘の
相関は。 c外見性J(r =0.62) iわP感性J(r ~().7 (i) 

I行動性J(r =0.65)と有E なi!の相関を小した。 I好

感性」は「人間性成長」と r=0./1/.1可!'~~'92拘束感J(逆

転悶子}と r=O，51，'五日件準備」と r=().49であり，

いずれもイj意な 11の相関を小した巴いやり得JI」は，
「古氾拘束感J (逆転囚子)と r=O.:Bす「親性iy.備」
とど二0.30と有意な正の相i悶を示した、

2 看護学生と一般大学生の比較

看護1子:専攻の大1子:牛と専門学校生を合わせて，看護学

生とし(165人，日%)，一般大学生(133人， 1只%)と比較

する。
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<A商在葺葺> 0'=両吾
自分の褒情を豊かにする
自分を優しい人聞にする
かわいいので抱きしめたい
自分も成長する
気持ちが安定する
一緒にいると毎日に充実惑がある
い>おし〈守ってあげたい

褒5
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生じるがJ京J惑を表現した内容が丙い負荷量を示 Lた

為育児拘束感」と命名した J

第山側チはす[)JJ~目と同わっている時が白分ら Lい」

「まLYJJ~t， ~こ 需の関心があるJ C乳幼児と 絡は来L~)J 
「自分が説になることがイメージできる」の4項uc構
成された。児に対して関心がI~J <弓 LEとの関わりを楽し

む内科がみられた為半日性準備 J と命名した。

いl了間中日間から， ;T; IJ Ikl-Tは， 第Iとこ高田l刻下と負
の十目闘がみられ， τ炉転閃子であった。したがって，第

E阻子の「育川拘束感」の囚子頃Uを逆転頃Uである

と考え，得点挽~L31吋子。)得点が i日いほど児に対す

る関わり .Q， ~~Xが高く去るように操作したの

I，~にヌ J する関わり昔、識尺伎の 3 つの下位尺l支に中ii :'fi 

する原目的平均 1，'.-(を宵什"L，人l昔n土成長J I、f引く皮
付d白川I4.00，SDO.80)， I育児拘束感」下{Kr尺皮l-:j-

I，r:c (l¥13. 56， SDO. 69) ， I税問準備」卜{it:)斗皮得点(r'vI3.29，

SDO.8'1)としたc

内的特「干性を検討するために各 F位尺足の α係数を

賞作l した。「人同性成長 lα~O.89 ， I育児拘らk感Jα

二日 84，I詞↑牛iy_V肩 a二0.7:1と十分なイ自を示したの

6 )思し tやり得点

分析対象泊00人に対し，思いやり尺度の22耳IRについ

て，それぞれ 5段階で利点化L，{Yri'i利点を思いやり符

/:cとした。対象者の思いやり得点の平均点は， 7o.90土

10.31有，最南得点106点，最低得占39.Qであった〔
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現国

主葺蕗在玄a=0.88 
うれしい一軍しい
めざわりで主いーめ古わりな
いとおしいー憎らしい
忠臣えましい-1曽らしい
すばらしいひどい
怖〈ないー怖い
輔掴なー置骨な
唖施、い一冷たい
初々 しいーひねた
すがすがしいーうっとおしい
〈外見性:>a=0.87 
丸い一関角い
甘いーすっぽい
明るいー暗い
やわらかいー硬い
面白い一つまらない
語録なーおとなしい
白い一白〈ない
みずみずしい-b'喧かさ
元気な一元気のない
のびのびとしたーこせこせした
生き生きとした 生弧のない
楽し山一苦しい
〈行動性>a=0.13 
きちんとしたーだらし本い
丁寧な一睡な
蕗ち着いた一幕ち着きのない
因子間相聞
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表8 看護学生と一般大学生のイメ ジ因子・恩いやり得点・
児に対するかかわり意識の比較 N=300 

下位尺度
宥醸学生(n=165) 曲学生(rF135) t檀
M 50 M 50 

赤ちゃん件毘性 4.48 0.44 4.45 0.44 0.72 
赤ちゃん野感性 4.38 0.50 4.32 0.61 0.91 
赤ちゃん行動性 3.00 0.76 3.05 0.78 -0.55 
新生児静感性 4.54 0.51 4.50 0.57 0.61 
新生児外見性 4宜6 0.56 4.26 0.61 0.0宜

新生児行動性 3.20 0.87 3.19 0.83 0.09 
人間性成長 4.02 0.79 3.97 0.80 0.47 
育児拘束感 3.68 0.63 3.41 0.73 3.42 榊

親性準備 3.38 0.82 3.18 0.86 1.98 • 
思いやり得点 81.34 9.85 69.59 6.56 12.14 榊

句<.05.榊 .<.01

Student's-t-test 

Jレ値以上の得点 (82点目、上jを高得点詳， それ以外を

中得 I.':C群とし，看護学牛(l6G人)と 般大学牛 (13S

人f別に， イメ ジ閃子得点の比較を行ったc 結果は

表'1'----1 ，表 7 ワであるハ一般大学生は 3伴聞の

イメージ|斗了得点に有詰，'L止は認められなかった。 しか

し看護学生は述、ちべJ Aν外見件昔、ちゃん灯感性JI羽

生児好感性J C新生児外J.!.tbに有意走がみられたυ
多重比較の結果，し'-9'tしも内得点前が中得点前.低得

点群にjじt有ι芭にイメ ジ得点が高かった。

表7-1看護学生・思いやり
得点群別イメジの比較

亙茸1

表7-2一般大学生・思いやり
得点群別イメージの比較
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3 )乳児・妊婦との接触経験とイメージ因子の関連

看譲牛と 般大学牛を分けて，乳児・妊糾との接

触符験による赤ちゃんと新生児のイメージ得占比較を

わったじその結果， 般大学生に有意:差がみられたの

はおむつ交J時J [F(3.128)ニ L'I'1pく.01]で
BonIcrroniの多重比較の結果。 2~ 3 1υ[経駁した若が

経験なしのものに比f よて有意に「新ヰ兇外見性」得).1

が↑斗か，-)た(pく 05)。

有護学生に有志差がみられたものは離乳食を食べ

させた」と「妊婦と裂しく会話」であったに「離乳食

を食べきせた」で有志:差がみられたのは I赤ちゃん外

見性 j [F (3，158)二:5.26p くり5] で ~1 凶以上経験

Ltものが経験なしのものよりも右意に得 I.'，-r:がl口Jかヮ
た(p<.0日ρ 「釘婦と殺しく会話」で有志な差がみら

れたのは「新!-l-:児行動作し[1"(3，152)--------3.71pく 01]

で， 2 ~:1回話をしたものは ， ~~-t験なしのものに比べ

有吉にjl¥:l、何点であったりく白05)0 また有色、差は認

められなかったが，看護d宇井の「おむつ交換 lで I新

生児外見性.1[1"(3.1.)9)二1.19] は， 3 1ロI以上幸子験し

た者が，経験なしの者にltべ，高い得点である傾向が
みられた。

考 察

対象学生全体のrji、ちゃん炉新生児の fメーン因子構造

は1，')じであり，赤ちゃ ιと新牛鬼を 1，')じものとして認ぷ
していることが別らかになったりイメージ因子得点を肴

譲学生と 般学生で比較しても，有意走は認められず，

舌護学中だから赤ちゃん fメージや新牛児イメージをよ

り再定的に捉えているとは言えないことが示された

少丁イヒにより，身近に新/十児に干予することが少なく，

まして生後 迦問別後は，病院に入院しており，羽生児

全Llの当たりに宇る機会はほとんどない)またメティア

も 新咋~ ~'r:I， 0)映像を流す機会は少なく，新咋兇を具体的

にイメージすることができにくし寸大況であると考えられ

た したがって母性・小児看護学の救育過程において，

q~牛の持つ赤ち子 λ イメ ジから，より明停に新牛児を

認識できるように働きかけていく必要↑平が示唆される。

児に対する関わり志議(人間性成長，育抱拘束感，親

十Tザ備1とlιいぞり得点を，看護学生と一般大学生で比
較すると育児1拘束感逆転回子，初向、が高いほど拘

束践をもってし与なしりと「親性半前」，「jtい干り得点」

において，看護学生が有志に高い符百を示したれごのこ

とは，看護t子生が般大学生に比べ l思し hやり lいわゆ

る共感能力がl日Jく，児に対する関わり意識も品いことが

別らカミになったコ

よ百貨対象学斗全体の#、いやり得I.':i:を高得点相 1_!-1得点

許，低保点君干にうfけ 看設学生と 般大学生別によLい

干り何点伴の J、ちペョんと年~)í-ijヒ児のイメージ因子利点を比

較した結果， 般大 j:l↓では，布意h:はみられなかった

のに対L，看護宇生では，高得点群が巾得点・低得点群
に比べ礼、ちペんと菊新1斗

がイ右-f:'吉主、にiι高士布JかfワJたF 先行似|究において， 五一議学生のて千ど
ものイメージvかちゃんイメージがおおむね肯定的であ
る傾向J…がみられるのは，看護守二斗の特伎として思い

やりが強いことがI~) 連していると推察される。
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虫干婦との長触経験とイメーン因子との閃係性では，看

護学ヰに有意込己がみられた。 2回-3日「妊婦と親しく

会話」経験群が経験なし群に比べ c新生児行動作」イメー

ジ得点が有望:に低かった。削除、ら1':は，妊婦は了どもに

対する期待と不安を織り交ぜた心境であり，育児の楽し

さや再びをイメーンしている反而，育児への再定的感情

を持っている c 実際の育児中の母親よりもより強く，育

児の辛さや大変きをイメージしていると禄t"L，看護学
生の新生児イメージに231舎を与えたと推祭した。
野村はよL 行動性」イメージの持つ'o:riio-0な側面は，

児の落ち君主のなきゃうるさき，感情的で，わがまま，

Mさなどがあり，了どもと桜触経験をji!!して多面的に理

解が深まることでイメージが形成される{則自があると述

べ，育児への不安と期待が入り混じった複雑な感情を

持っている妊婦の話を聞くことが，看護学/十の「新生姐

行動性」イメ ジに影響を与えたものと推察する。

加えて肴設学!J:の特徴である「思いやり」の強さが好

婦の話を聞くことにより，妊婦の不交な感情により共感

したものと考えられる η 「新生児行動作」イメージは，

マやff¥;い何点として現れたが，妊婦と関わる経験は，将

京看護職として妊婦を主援するための動機づけとなるも

のであると考えられ，積極的に取り入れていく必要性が

ノ'J~pをされるコ

乳児との按触経験とイメーン閃千との闘速では， 般

苧止が「おむつ交換」を 2-31"1経駁した者が経験なし

の者に比べ新牛児外見性」イメージ得 I，~が有意に低

かったが，看護苧生では c離乳食」帝王駁e， 31ロ|以上
経験した者が経験なしの者に比べて「品、ちゃん外見性」

イメーンが有意に lpJい得 I，~をノJ、した c また右意たは認め

られなかったがおむつ交換」を 31"1以上経験した学

牛は，経験なしの者に比べ新牛児外見性」イメージ

得点が高い傾向を示していた。「離乳食を食べさせるIお
むつ交換」なと児の門叶;生活緩助を経験することは，看

護学:牛の赤ちゃん干新牛児イメージを白定的にl口Jめるこ

とに有効であることが推察できるコ

以上のことから，今後の母性・小児看護学の教育過程

において，看護学牛の持っている赤ちゃんイメージから

新生児をより明確化できるような働きかけが必要である

ことがボ唆される。また児に対する関わり怠:ぷキ思いや

りが強いことは，看正理学生の特徴であり，古T婦との闘わ

りや氾の門叶』生活援助経験Lt，礼、ちゃんや新生児イメー

ジの形成に好影響を及ぼすと推察され，積極的に取り入

れていく必要件が示唆される。

結 語

母性・小児看護学の学習開始以前の看護学牛が持つ赤

ちゃんイメージと新生児イメージの構寸主に違いは見られ
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ず， ，lJ、ちゃんと剥ilJ二児の認識は同じものであった。 Lか
し v巴に対するかかわり意向哉ギ思いやりが強いことは，
看護学生の特徴であり CIよい、やり」の強さが，赤ちゃ

んと新生児の「好感性J C外見性」イメージに悶速する

ことが小された。加えて児のH常牛活援助経験や妊創と

の関わりが肴議学生の赤ちャんと新生児イメージ形成に

影響を守えることが明らかになった。
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要旨

本研冗の円的は， 20成以下の女子肴誠学生と 般女子

大学生の比較から，看護平生の品、ちゃんと新生児のイ

メージ構造と特徴を明らかにすることである。

調脊方法は，向記式質問紙法と L，有効|口|件の得られ

た玖)0名を分析対象者とした(有効回答率65.2%L調査

内容は某本的脳性，乳児との按触経験，赤ちゃんと新生

児のイメージ，児に対する関わり意識尺度，思いやり尺

度である。

肴誠学生の赤ちゃんと新生児のイメーン因子構造は，

般大学生と同じ 3因了構造を示し，品、ちゃんと新生児

の75識に速いがなかったc

肴護学生の特徴として，思いやりと児に対する関わり

意識が有意に高かコたコ思いやりが高い学/十ほと，また

)~の日常生活拐~Ø)J を多く経験した学生ほど，赤ちペコんと

新生児の肯定的イメージが有吉、に高かった。

教育過程において，新牛J巴イメージをより明停にでき
るように働きかけること， JEの日消生活援JJ!J経験を積械

的に取り入れていく必要性が示唆された。
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